






















































































ボランティア活動が、自己効力感 7)、健康度自己評価 8-11)、抑うつ 8,10,12-14)、日常生活動作（ADL）・



































介護予防推進ボランティアの募集は、2003 年 12 月に 37 行政区の集会場で開催された調査報
告会と町の広報誌により、町内の高齢者に向けて行われた（図１）。このボランティアは無償の
活動とした。これらの募集に対して、各行政区より 104 人がボランティア研修会に参加した。こ
のうち 70 歳以上の高齢者は 77 人であった。 
 ２．初回調査と追跡調査の方法および分析対象者の選定 
調査は宮城県の北部に位置する米山町（現在の登米市）で 2003 年（初回調査）2004 年（追跡
調査）の 2回実施した。米山町は、農業を中心とする人口 11,235 人（2003 年 8 月１日現在）の
農村地区である。住民台帳に基づく 70～84 歳の高齢者は 1,867 人であった。初回調査対象者は、
このうち介護保険の要支援・要介護認定者を除く 1,709 人であった。初回調査は、2003 年 8 月
18 日から 23 日にかけて調査対象者を会場に召集し、面接聞き取り調査と体力測定を実施した。
会場調査に参加できなかった対象者に対しては、9 月から 10 月にかけて調査員が戸別訪問によ
り面接聞き取り調査を実施した。その結果、1688 人に対して調査を実施した。このうち有効回
答は 1503 人（有効回答率 89.0％）であった。なお、未調査の理由は、拒否 123 人、入院・入所
28 人、長期不在 10 人、痴呆 3 人、死亡 3 人、その他 18 人であった。追跡調査は、2004 年の 8




















分析では、追跡調査が完了した 1,302 人（ボランティア 71 名、その他一般高齢者 1,231 人）
のうち、介護予防推進ボランティア活動開始後にボランティア活動から脱退した 2名を分析から
除外した。その上でマッチングを用いたコホート研究を行うために、ケースとして介護予防推進
ボランティア継続者 69 名とそのコントロールとしてその他の一般高齢者の中から症例 1 に対し










②転倒ハイリスク高齢者を対象とした転倒予防教室（2～6 月までの計 9 回）における世話係、













実際のボランティア活動は、2004 年の 1 月からの研修会に始まり、追跡調査が行われるまで
の７ヶ月間であった。 













齢者に比べて社会・身体的健康や QOL においても良好であるため 28)、従属変数の初回調査時の
値が介入終了時の値に影響することが推測される。そこで本研究では、それぞれの従属変数の初
回調査時の値を制御変数として分析に用いた。 







































































の介入プログラムにおける脱落者は、77 名中 2 名(2.6%)であり、その理由は、①活動内容が期
待していたほどの内容でなかった、②持病の腰椎ヘルニアの手術の為であった。子供への読み書
きを中心としたボランティア活動に関する先行研究における脱落率は、Fried et al 21)で 2.3%
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